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1判三 158名の生徒を対象に、①1判 j終了時 (7月)

























































項目 n T1 (7 Fl) T2 (10月末) T3 (3月) F 多重比較
M so M so M so 
1 自分の普段食べているものがど」から来ているのか、
145 4.31 1. 19 4.41 1.04 4.90 90 22.18紳* 1.2く3どうやって作られているのか気になる。
2 日本の食文化を学ぶことは、世界の食文化を理解するこ
143 4. 63 1.06 4.55 98 4.87 91 7.68紳ホ 1.2く3とにつながる。
3 だし、和食など日本の食文化を大切にしたい。 145 5.30 89 5.15 1. 02 5.32 92 2.39 t 
4 自分の普段着ている服が、どこの国から来ているか
145 3.93 1. 21 4.35 1.10 4.63 1. 01 25. 78紳* 1く2.3(どこで作られているか)気になる。
5着物、和服など日本の衣文化を大切にしたい。 145 4. 98 1. 09 5.02 1.13 5.12 93 1. 73 
6消費者が安さを追求することで、生産や流還に皇くない
145 4. 59 1.05 4.92 91 5.12 85 14.36紳* 1く2，3影響を与えることもある。
7私の暮らしのありかたを改めて考えてみようと思う。 145 4. 70 89 4. 63 96 4.99 85 10.09林本 1.2く3
8数は少なくとも、声は小さくとも私が向かを変えなけれ
14 4. 65 1.20 4.56 1.13 4. 9 1.00 9.25料率 1.2く3ば、世界は変わらない。
9水も限りある資源である。 145 5.49 92 5.40 94 5.54 85 1.51 























































































2.生活に必要な水のま，.Jl--7j<.;;.~みに行〈少女と彩、の l ヒ ~，'Z-._ 
3 世界のフ)<.事情~世界のフドI:;jI迭をおコ1)、共有する~














































o 食品ロス;kえらすには 1 フー|、トライブにチャレンジ:，)えが家の(をふりス~
自分の生活を見つめ直す
① tþ~ ;寅(21寸)
②講義(1H) 
③意見交検(1H) 
私たちの食・日本の生活についてもう一度考える
1.私たちの生活とつながる地球税棋の問題
~世界各国の人と交流、調査{，Il究してきた人の話をIH< .
2.1年間のJjz組を、ふりかえる
3.これまでの学習を‘ふまえて
これからの私たjんの生活、あり方につL、て考える
? ??
